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ご挨拶 

 

 

市民の皆様には、日頃より本市の福祉行政にご理解ご協力を

賜り深く感謝申し上げます。また、日々、最前線でご尽力されてい

る介護・高齢福祉分野の従事者の方々にも深く感謝申し上げま

す。 

さて、わが国では世界に類を見ないスピードで少子高齢化が

進んでおり、本市においても、いわゆる団塊ジュニア世代が65歳

以上となる令和22（2040）年には高齢化率が29.6％となり、さ

らに高齢者のうちの約半分が後期高齢者になるものと推計してい

ます。それに伴い、要支援・要介護認定者数や認知症高齢者数の

増加が続くと見込まれます。そのため、介護・高齢福祉分野施策の充実は、中長期的な視

野のもと、着実に取り組むべき重要な課題だと認識しています。 

本市では、元気な高齢者が地域に貢献する「介護支援ボランティア」制度を全国で初め

て取り組んだほか、本人ミーティング型の認知症カフェの開催や公営住宅を拠点にした

生活支援体制の整備など、積極的に独自施策を実施してまいりました。引き続き、高齢者

が住み慣れた地域でいつまでも自分らしく暮らし続けることができるよう、「医療・介護・

住まい・生活支援・介護予防」が包括的に提供される「地域包括ケアシステム」を一層推

進するとともに、世代や分野を超えて地域を共に創る「地域共生社会」の推進に向け取り

組んでまいります。これは、本市の最上位計画である「第五次稲城市長期総合計画（令和

３（2021）年度～令和12（2030）年度）」において、まちづくりの基本目標の柱の一つと

して掲げた「だれもが地域で健やかに暮らせるまち 稲城」の実現に繋がるものでもあり

ます。 

このたび策定いたしました「稲城市地域包括ケア計画（稲城市高齢者福祉計画（第４

次）・稲城市介護保険事業計画（第９期））」は、前期計画に引き続き、「市は、介護が必要

となっても人間としての尊厳が保持され、安心して老後を迎え、心豊かに生きがいをもっ

て暮らすことのできるまちをつくります」をはじめとして、市、市民、サービス利用者、サー

ビス提供者の果たすべき責務を基本理念に掲げています。この理念の実現に向けて、各

種施策に取り組んでまいります。 

結びに、本計画の策定にあたり、稲城市介護保険運営協議会の委員の皆様をはじめ、

各種調査アンケートにて貴重なご意見・ご提言をくださいました関係者の皆様に心より御

礼申し上げますとともに、本計画の実現のため、一層のご支援・ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 

 

令和６年３月  稲城市長 
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